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Ⅰはじめに
－「テーマ学習」の導入にあたって一

平成3年度から実施の指導要領で，中学校に大幅な選択科目が導入された。本校でもこの改訂

に向けて作業を進める中で総合選択学習検討委員会が設置された。（本校の中学校の教育課程に

ついては次頁を参照して欲しい）

当初は中・高一貫で高校受験がないという利点を生かして，奈良女子大学附属，名古屋大学附

属や東京大学附属で実施されている総合学習，テーマ研究などの試みが本校でも実施できないか

ということで，これら先進校の実践－「地域研究」「環境学習」「南北間題」など－を検討するこ

とから始まった。

こうした学習は，従来教科の時間で個々に取り組まれてきているから総合学習を特設する必要

はないという意見から，中学3年生だけでなく高校1年生まで広げなければ目論見通りの効果は

期待できないというものまで，幅広い意見が出され，長時間にわたって論議を重ねた。また，教

科時数の削減，5日別の導入の問題なども絡み，「テーマ学習」発足に至るまでの道のりは決し

て平坦ではなかった。

そもそも今回の文部省の改訂のねらいは「自ら学ぶ意欲と変化に主体的に対応できる能力がも

とめられる」とか「物事を総合的に捉え，考察する能力と，自ら進んで課題を見つけ，取り組み，

それを主体的に解決していこうとする学習の仕方を身につけておく必要がある」にあったはずで

ある。その中で「個別化・個性化」が言われ，選択学習の拡大が唱えられた。しかしその後の進

行ほ必ずしも当初のねらいどおりにはいってないように思える。昨今は，高校入試の選抜資料と

しての「関心・意欲・態度」評価（点数化）ばかりが話題にのぼる。さいわいにして本校では中

学3年生全員がそのまま高校に進学するから，こうした評価が混乱をもたらすことはなかった。

しかし，「テーマ学習」は始まったばかりである。昨年度は，2回の校内研修会で検討会をもっ

たが，まだまだ課題は山積している。

その一つをあげると，総合学習として構想された当初は，学際的課題を複数の教師がそれぞれ

専門を生かしながら担当することで従来の教科学習でほ覆い尽くせない領域を学ぶことはできな

いか，たとえば環境問題を社会，理科，保健体育の連携で授業化できないか等である。これほ実

施2年目の今日まで実現していない。
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また，テーマ学習と日常の教科学習，文化祭のクラスデコ，あるいは校外指導等との関連をどう

はかるかは教科担任，学年担任団に一任されており全体で検討することはいまだにできてはいない。

さらに，担当教師の負担過重や教材準備の苦労，予算不足・確保の問題，生徒の選択希望をど

ういかすか，関連資料・図書の絶対量の不足など問題は限りなく多い。

だから，今回このような形で報告することにたいしては時期尚早の声もあった。しかし，新し

い研究主題「新しい時代における個性をのばす教育とはなにか－これからの中・高一貰教育のあ

りかたをさぐる－」（5年計画）もかたまり，ことしはその初年度にあたる。「多様化，個性化の

時代」を迎えて自己教育力，主体的選択能力，創造性，表現力の育成が叫ばれる。しかも変化・

流れのはげしい時代である。

今回は，報告するには内容的にはまだまだ不十分であることを承知しながら，「テーマ学習」

の実施要項，年間のスケジュール，またこの新しい試みが生徒にどのように受けとめられている

のか等を中心に報告し，ご指導，ご批判をあおぎたい。

中学校教育課程

致 科 撃 1 年 2 年、 3 年 冨卜

撰 宗吾 5 4 4 13

言上 会 4 4 2 10

数 学 3 4 4 11

理 科 3 3 4 10

音 楽 2 2 ト 5

保 健 体 育 3 3 4 10

技 術・家 庭 2 2 2 6

外国言吾（英語） 4 4 4 12

ア・－ マ 学習 0 0 2 2

道 管 1 1 ユ 3

特 別 活 動 1（1） 1＝） ＝＝ 3（3）

合 計 30 30 30 90

学 校 赦 濃 3（1） 3（1） 3（1） 9（3）

（備考）

1・表に示された数字は，過当りの授業喝放です。

2・（）を付した数字は学校敢蕊で．労作教育・文化活動・個人指導等にあてる。

3．特別活動の各学年1は，学級活動行う。

4・学校赦盈の（）をイ勺さない各学年の3は，次のように用いる。

① 生徒総会。集会・賓月会活軌などを行うとともに．労作教育・文化活動・個人指

導等を充実させる。

⑦ 図昏スペース・AVコーナー・LL致室・コンピュータスペース等を利用した自

学学習。

③ その他学校が必要と認めた学習活批

5・テーマ学習でほ－中・高一那ほ生かし．致科学習のう芭展・探化および散村の昨の

とらわれない設甥・分野等の学習活動を行う。
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Ⅲ．中学3年『テーマ学習』実施要綱（92年12月7日決定）

1．名称の決定

名称は「テーマ学習」とする。ただし，関連する教科として，担当者の所属する教科名を通知

表および指導要録に記載する。

2．「テーマ学習」の内容・展開方法の棉討（教科の係わり方）

（1）「テーマ学習」の主旨

中高叫貰で高校受験がないという本校の特色を生かすひとつの試みとして，次の2点を

重視した学習活動を考える。

・既存の強化では必ずしも包摂できない分野や内容をも含めた諸領域での学習活動

・自らが選択したテーマを′J、人数で主体的に探求する学習活動

（2）「テーマ学習」の内容

事前に提示された複数の講座より，1つないし2つの講座を選択し，担当の教官の指導

のもと，その講座の掲げるテーマを学習する。

（3）講座の実施形態

（丑週あたり連続2時間で半年間の実施を基本型とし，担当者は同】のテーマで前期・後期

の2回にわたり実施する。ただし，通年での実施も可能とする。

②生徒は，前期・後期で異なる講座をそれぞれ1つ選択する。通年実施の講座については

1つだけ選択する。

（彰1講座の人数は，原則として15名以上とする。

（4）講座・担当者と教科の関連

①各教科は，可能な限り1講座は開講する。

②複数の教科に係わる講座や教科外の内容を含む講座の開講も可能とする。

③講師が担当する講座の開講も可能とする。

④1講座の担当者は1名を基本とする。ただし，複数での担当も可能とする。

（5）開講する講座の決定方法

①1月当初に，各教科は閉講する講座数を決定し，教科の総持ち時数を明確にする。

②各教科は，講師時数は確定した後，講座のテーマ，担当者，開講期間，開講可能人数を

教務に提出する。（各教科での担当授業決定時）

③教務はそれらをもとに調整を行い，時間割作成上可能な講座を決定する。

④講座数は6をめやすとする。

⑤時間割作成上，担当不可能な者が事前に明らかな場合は，その者は予め担当者の対象と

はしない。

⑥時間割作成時に開講不可能な講座が生じた場合は，その担当者の所属する教科内で講座
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（テーマおよび担当者）の変更を行うものとする。

3．評定・評価のイ土方

次の要領で評価を行い，通知表および指導要録に記載する。

①評定は講座ごとに，ABCの3段階評定で行う。（学年末5段階評定は行わない）

②評定は基本型の場合は前期・後期の2匝】，通年実施の場合は1回行う。

③通知表および指導要領は，講座の担当者の所属する教科名とその評定を記載する。

4．生徒の選択の方法

次の要領で講座の選択決定を行う。

①4月当初の授業時に，教務主催で生徒向けオリエンテーション（担当者による講座の内

容説明）および選択希望調査を行う。

（多選択希望調査では，第4希望まで調査する。

（彰担任団は次の授業時までに，選択希望調査をまとめ，その結果をもとに調整を行い，前

期および後期の全生徒の選択状況一覧を作成する。

④担任団は，選択状況を担当者と全生徒に知らせ，選択状況一覧を教務に提出する。

5．実施後の諸問題への対処

（D高校の新課程決定時に，Ⅰ～Ⅳの内容で実施上の支障が生じた場合は，その内容を再検

討する。

②移行期（平成5、7年度）において，Ⅰ～Ⅳの内容の完全実施が困難な場合は，できる

だけ「テーマ学習」の主旨を尊重しながら，それら内容を変更して対処する。

③「テーマ学習」が実施された後は，校内研修会等でその内容を反省，検討し，その後の

指導に役立てる。

Ⅲ．93年度（平成5年度）の年間スケジュール

（1）担当教科・担当者の決定（2月中）

（2）担当者の実施内容の作成と生徒への配布（4月始業式） →資料1

（3）テーマ学習オリエンテーション（1学期1週目）

（丑担当者による学習内容の説明（プレゼンテーション）

（参希望調査

（4）選択の決定と発表（2過日まで）
→資料2

（5）前期の講座を実施（9月まで）

・前期の評点提出（12月中旬まで）

（6）後期の講座を実施（10月から3月まで）

・後期の評点のおよび学年評定提出（3月中旬まで）
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資料1実施内容（生徒への配布の1例）

H
テーマ名

捲かトレーニング議実習

担当者名
可能人数

実施教室

期 間

合田浩ニ
20名まで

311教室及び体育施設（主としてトレーニング塞）
前記・後期それぞれ12回の開設を予定

実 施 内 容

発育期には形塵面の発育スパートだけでなく、骨格筋の解帝能力の向上により各遅
勤幾日において運動技能の著しい向上が見られる。この時期は個人により異なるが、

亀岡としてとらえた場合はおおむぬ中学3年生頃となる。スキヤモンの発育曲線によ
ると、スマートな勤尊を身につけるには10才前後が最適の年齢であるが、残念なが

ち本校生徒は受験地簸でこのチャンスを通している。中学生頓にはスタミナづくりに
対してトレーナビリティが高くなり、遅勤盈を患現したトレーニングでスタミナが大
緒に向上する。この時期に持久性穏目で好成緯をあげるのはトレーニング効果より、

むしろ早熟である可能性が高い。

本校の生徒が意識の面でも、冥際の活勤の場面でも各選劾部で本格的に放技スポー
ツに取り組むのは高校2年から3年にかけての、いわば最後のシーズンである◎それ

までは上級生がいることから多くの生徒はレギュラー入りできず、したがってその毯

日韓有の技術や必要とされる専門的体力、それ以前の一般的体力面に関する意識レベ
ルが低く、ただr雄習をすればうまくなるだろう」という′l、学生約思考が綬く。

また、容校の生徒は発雷が早い生徒が多く、あやまった敷きが身についたまま小串

学生レベルの大会で通用し、高校生レベルの大会では逆に体力不足のためにまったく
相手にされないとい－う繊向がある。そこで歴代の先鑑逮もまr技術で勝負Jしようと試

みたが、技術は体力というベースがあってこそ生きるものであることが理解できず、
結局rスポーツは根性だjに行き螢いてしまうや く在役生では42期生が体力トレーニ

ングの必要性について理解している唯一の学年であろう。）
そこで45苅生の（主として）運動部展を対象として、

1 スポーツマンとしての体力づくりのあり方
2 各穏目に要求される専門的体力

3 正しい去勢。合理的な劾き

を理論的に理解したうえで、実習としてトレーニング重において、
4 発育期に適したウエイトトレーニング

5 発育期に適したパワートレーニング

6・スポーツ隠者を防ぐトレーニング

を進めたい。各クラブ2名ずつの履修が理想である。

これまで身につけた変な勤きを消し去るのには時間的な目安は立たないが、諸君の
身体がトレーニングに対して反応を示すのに約3週間、筋肥大までには最低1ケ月、

逼勤技能に現れるには最低3ヶ月はかかる◎言わばこれは次年度以降の活路のための
トレーニングである句

現状で雨足している者、発育期のウェイケトレーニングには等があるという迷信を
信じて疑わない者、技術幾日にはウエイトトレーニングiま動きが緩慢になってマイナ

スであると先攻から指申されている者には連字静座の履修を敵める。
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資料2 テーマ学習開講講座一覧

区分 教科 テーマ名 担当者 教室 前期 後期

A 国語 宮沢賢治の童話を読む 関口先生 221 14名 14名

B 社会 人権侵害との開い 林 先生 233 18名 17名

C 社会 東京を調べよう 小林先生
′
523 14名

D 社会 英語で読む第2次世界大戦史 宮崎先生 234 17名

E 数学 数学め本を読もう 佐藤先生

城野先生

214

C．S．

15名 14名

F 理科 身の回りの科学 大谷先生 312～3 17名 18名

G 理科 化石の世界 高橋先生 321 17名 17名

H 体育 体力・トレーニング論実習 合田先生 211・トレ 16名 16名

Ⅰ 英語 コミニュケ｝ション能力を高めよう 鈴木先生

八宮先生

231 10名 9名

※希望達成状況

（1）121名全員が第1希望を受講することができた。

（2）希望達成状況

受講講座 人数 割合

第1と第2希望 81 67％

第1と第3希望 31 26％

第1と第4希望 9 7％

・第1希望を最優先

・第1希望ですでに定員を越えた講座では第

2・3希望を受け入れない。
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資料3 テーマ学習年間授業計画
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Ⅳ．実施後の生徒アンケート

93年度中学3年生（45期生）119名について2月23日に実施されたアンケート結果を集計した

ものである。

1．オリエンテーションと希望調査について

（1）4月のオリエンテーションで，実施される講座の内容は理解できましたか。

（∋十分に理解できた

②かなり理解できた

③あまり理解できなかった

④ほとんど理解できなかった

∂％

ユ0％

47％

35％

（2）講座を選択するのに何を基準にしましたか。（複数回答）

①興味と関心

②得意な分野だから

③不得意な分野だから

④担当教師

（診友人が選択するから

31％

26％

6％

10％

9ユ％

（3）講座を選択する際，誰の意見を参考にしましたか。（複数回答）

（訂自分1人で決めた

（む教師に相談した

③親（兄弟も）に相談した

（む友人に相談した

（4）講座を選択する際，迷いましたか。

（D2つとも迷わず即決した

②1つは即決，もう1つは迷った

（釘2つとも迷った

0％

Z％

（5）選択の決定の方法に不満はありますか。

冨芸三 ［

23％

19％

35％

2S％

w16－

6き％

57％

72％



01選択の決定について要望がありましたら，その点を書いて下さい。

・第1，2希望を重視し，第4希望は採用しないで欲しい（14）

・前後期を別々に希望調査して欲しい（後期は前期の様子を見て決めたい）（5）

・講座の説明が実際の内容と違わないように（4）

・人数枠はなくして欲しい（2）

・希望の少ない講座は開講しないで欲しい（2）

・講座の種類を多くして欲しい

・テ｝マについても希望調査をして欲しい

・途中変更ができるようにして欲しい

2．講座の実施形態について

（6）現在，過あたり2時間連続で講座が実施されています。どう思いますか。

①現状でよい

②1時間ずつにして欲しい

（卦もっと長くして欲しい

7％

9％

83％

（7）現在，1講座を半年間で実施しています。これについてどう思いますか。

①現状でよい

（参短すぎる

③長すぎる

6％

10タ石

81％

02 講座の実施形態について要望がありましたら，その点を書いて下さい。

・文化系の講座では渡すぎる

・土曜日にして欲しい

・通常の授業を減らし，同時に2講座を実施して欲しい

3．授業時間の学習について（前期の講座を念頭に置いて下さい）

（8）授業時間では，自分の能力を発揮することができましたか。

①通常の授業以上

（参通常の授業と同程度

③通常の授業以下
12％

29％

59％

（9）授業時間では，教師から多く学ぶことができましたか。

①通常の授業以上

②通常の授業と同程度

③通常の授業以下 22％

ヰ39石

35％

…17－



（畑授業時間では，友人から多く学ぶことができましたか。

①通常の授業以上

②通常の授業と同程度

③通常の授業以下 臣ヨ
3％

45％

（1カ授業時間ではどのような形態がとられましたか。（複数回答）

（丑教師の講義

②書物・文献の検討

③実験・観察・作業

④実演・実技

⑤フィールドワーク

⑥レポートや作品の製作

仁勿（11ゆ「教師の講義」について，

93人

82人

46人

72人

38人

39％

32％

79％

69％

61％

100人

（93名について，複数回答）

（力積極的に参加した

②「自主的に探究している」と感じた

（彰興味や関心がさらに高まった

④負担に感じた

（13）（1ユ）②「書物・文献の検討」について，

（∋積極的に参加した

②「自主的に探究している」と感じた

③興味や関心がさらに高まった

（む負担に感じた

㈹ 81X丑「実験・観察・作業」について，

（力積極的に参加した

②「自主的に探究している」と感じた

③興味や関心がさらに高まった

④負担に感じた

5％

19％

15ヲる

23％

64％

（82名について，複数回答）

62％

5j％

5‘l％

33％

（46名について，複数回答）

56％

61タ石

78％

13％

（均（11ゆ「実演・実技」について，（72名について，複数回答）

①積極的に参加した

②「自主的に探究している」と感じた

③興味や関心がさらに高まった

④負担に感じた

35％

29％

38％

51％

－18－



（鳩（11X9「ブイ｝ルドワ｝ク」について，（38名について，複数回答）

①積極的に参加した

②「自主的に探究している」と感じた

（参興味や関心がさらに高まった

④負担に感じた

58％

53％

74％

16％

（17）（11〉⑥「レポートや作品の製作」について，

①積極的に参加した

②「自主的に探究している」と感じた

③興味や関心がさらに高まった

④負担に感じた

（18淳受業時間を待ち遠しく思いましたか。

（D通常の授業以上に待ち遠しかった

②通常の授業と同程度

（釘通常の授業よりも苦痛であった

（100名について，複数回答）

51％

39％

22％

2jヲる

52ヲ名

71％

03 授業のやり方について要望がありましたら，

2j％

その点を書いて下さい。

・授業を計画的に，手際良く，十分に準備して欲しい（4）

・講義を多めにして欲しい（3）

・途中に休憩を入れて欲しい（2）

・負担が不公平である

・本ばかり読みたくない

・専門的な学習をして欲しい

・外へ出たい

・1日フリーの日（休日以外に）を作って欲しい

4．授業時間外の学習について（前期の講座を念頭に置いて下さい）

（19）授業時間以外でも積極的に取り組みましたか。

（む通常の授業以上

（む通常の授業と同程度

③通常の授業以下
16％

46％

37％

な功 授業時間以外では誰と学習をしましたか。（複数回答）

①自分1人

②教師と共に

③友人と共に

12％

－19－

59％

54％



糾 授業時間以外は，どのような学習をしましたか。（複数回答）

①講義の復習

②読書や文献の検討

（彰独自に実験・観察・作業

（む独自に実演・実技

①独自にフィールドワーク

（¢レポートや作品の製作

5人

70人

14人

14人

41人

87人

04 授業時間外の学習について要望がありましたら，その点を書いて下さい。

・レポートの負担を減らして欲しい（12）

・レポートをもっと重視して欲しい

・本を貸し出して欲しい

・宿題を少なくして欲しい

5．研究成果の発表について（前期の講座を念頭に置いて下さい）

な功 研究成果の発表はどのようにして行われましたか。（複数回答）

（丑それぞれの授業ごとに

（彰最後に作品・レポ｝ト・発表などの形式で

67人 57％

104人 87ヲ‘

担功 臣カで（丑を答えた人（67名）は，その成果と負担についてどう思いますか。

（丑成果はあり，負担は感じなかった

（彰成果はあったが，負担も大きかった

（参成果はなく，負担も感じなかった

④成果はなく，負担だけが大きかった

2Z9る

13％

36ヲる

30％

糾 担勿で②を答えた人（104名）は，その成果と負担についてどう思いますか。

①成果はあり，負担は感じなかった

②成果はあったが，負担も大きかった

（彰成果はなく，負担も感じなかった

（む成果はなく，負担だけが大きかった

13ヲ6

1i％

Zl％

6．前期の講座全般について

如 テ｝マに対して，主体的に探究することができましたか。

（∋通常の授業以上

（む通常の授業と同程度

③通常の授業以下

ー20－

12％

31％

55％

56％



臣句 受講前に比べて，テーマに対する興味や関心は高まりましたか。

①受講前より高まった

②受講前と同程度

③受講前より低下した

転句学習面の成果と負担について，どう思いますか。

①成果はあり，負担は感じなかった

②成果はあったが，負担も大きかった

③成果ほなく，負担も感じなかった

④成果はなく，負担だけが大きかった

23ワる

12リも

9学名

JZヲる

29ヲる

ヰ9チ占

64タ石

05 前期の講座全般ついて要望がありましたら，その点を書いて下さい。

・役に立つ，実用的な授業をして欲しい

・よい本を紹介して欲しい

・レポートは夏休みを有効に活用できた

・専門的分野を取り入れて欲しい

・通常の授業では扱えないテーマで実施して欲しい

・教師がガンバリすぎると負担が大きい

・理系は自分の意志が反映しにくい

7．後期の講座の取り組みについて

な嶺前期の講座と比較して，学習する姿勢は変わりましたか。

（D前期より積極的

②前期と同程度

（事前期より消極的

¢功 臣窃で①を答えた人（32名）は，その理由は何ですか。

①前期の講座より興味や関心があるから（希望順位が高いから）

②前期の講座を通じて，テーマ学習の成果が期待できるようになったから

③前期の講座を通じて，学習面の負担が小さいと感じたから

榊 臣窃で③を答えた人（35名）は，その理由は何ですか。

（丑前期の講座ほど興味や関心がないから（希望順位が低いから）

②前期の講座を通じて，テーマ学習の成果が期待できなくなったから

③前期の講座を通じて，学習面の負担が大きいと感じたから

④その他

仙21¶

78％

j3％

27，‘

29％

19ヲる

12ヲ名

1」％

37％

29％



V．とりあえずのまとめと今後の課題

これまで「テーマ学習」発足までの足取りと，その実施要項，さらに実施内容及び授業形態・

方法の一端を紹介し，併せて「テーマ学習」が生徒にどのように受けとめられているのかをアン

ケートの分析によってみてきた。アンケ叫トの結果については教師の予想を超えて「テーマ学習」

が積極的，好意的に生徒に受けとめられていると考えてよいだろう。

その主たる特徴，傾向を以下に列挙してみる。

・過当り2時間連続の講座を半年間で回し，1年で2テーマ選ぶという授業形態に満足してい

ること。

・「テーマ学習」では，通常の授業と同程度に自分の能力が発揮できており，教師からは通常

の授業以上に学ぶことができたと感じている。

・授業形態は，講義，文献の検討，実験・観察，実演・演技，フィールドワーク，レポート作

成など多岐にわたるが，講義を除けば，そのどれにも積極的に参加したとしている。ただしレ

ポート作成については，積極的であったが負担も大きかったと感じている生徒が7割を超える。

・授業時間以外でも，文献の検討，レポートの作成に積極的に取り組み，自分ひとりで，ある

いは友人との協同作業ですすめたとしている。

・「テーマ学習」については，6割前後の生徒が成果があったと答え，その内の7割以上が負

担も大きかったとしている。

・テーマに対して，ほぼ6割の生徒が受講前より興味・関心が高まり，主体的に探究できたと

感じている。

負担を感じながらも積極的に参加し充実感もあったと，生徒には概ね好評な「テーマ学習」だ

が，担当した教師にとってはどうだろう。昨年は，2回の校内研修会で「テーマ学習」の検討会

をもった。

過1回（2時間連続）の授業であるとはいっても，指導要領や教科書などのような枠組みがあ

るわけではないから，半期14、5過の「テーマ学習」の内容・方法を一から考え，教材・資料を

準備する。テーマに興味・関心のある少人数の生徒を相手にする授業である。当然，準備にも力

が入るし，時間もかかる。思うように予算が確保できず，関連資料・図書も不足がち，フイ】ル

ドワークの事前実踏の費用も自前で……ということになると，通常の授業・校務に加えて余計な

ものを抱え込んだという気分にもなる。

検討会でも，こうした問題点がいくつも報告されたが，改善できるところから手をつけて，当

面は担当教師それぞれが試行錯誤を重ねながら独自のスタイル・方法で続けてみようということ

が確認されている。生徒の予想以上の反応に引きずられ，励まされ，「なんとか形を作らねば…

…」というのが教師サイドの正直な気持ちである。

Ⅰでも紹介したが，こうした学習はこれまでも通常の教科学習の中で，文化祭のデコ作りの過
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程で，弁論大会に向けてのクラスの取り組みの中で，あるいは中1の武尊・中2東京のフィール

ドワーク，中3の岩手を中心とした修学旅行などの校外指導の中でも，部分的には取り組まれて

きている。ただし，すべて教科担任，学年・学級担任の裁量にまかされており，学校全体で「そ

のあり方」をめぐって討議・検討してはこなかった。

こうした学習に先進的・意欲的の取り組んできた奈良女子大学附属，名古屋大学附属，東京大

学附属，筑波大学附属中，最近では大阪教育大学附属平野申，金沢大学附属高等の研究開発実験

校の報告もされている。本校の「テーマ学習」とは大きなねらいは一致してても，内容・方法に

関して，それらのいず謹tとも微妙に異なる。

男子校であること，高校から新たに40人を受け入れること，地域性のちがい，生徒のもってい

る個性や資質・傾向なども当然ちがうから，その善し悪しを軽々に論ずることは意味がない。要

は，学校の教育課程全体を見通す中で，こうした学習がいかなる意味を持ち，生徒ひとりひとり

の人間形成にどう絡んでいくのかが問題になる。

はじめにも述べたように本校の「テーマ学習」は始まったばかりである。忌慣のないご意見，

ご批判をお願いしたい。
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